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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・苫米地　正義様～療養環境変更の為、10:00南Dユニットへ転棟となっている。
・岡村　トミ様～船場Dr診察にて生理食塩水100ml＋フロセミド(40)点滴3日間処方。
　　　　　　　　牛車腎気丸処方。
・佐藤　ミツ子様～排便-12　GE60ml 1本処方。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。10：00～16:00までの開放観察となる。飲水要求の頻回さはなく、他者トラブルもない。引き続き精神症状を観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放後は他者の私物を盗ったり落ち着きの無さが見られ、早めに開放終了としている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。自室で私物整理をしている。声掛けに対し笑顔で対応。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・中島　智恵子様～身体拘束中。体温37℃台。酸素5L流入中。努力様呼吸で活気なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・藪　真弓様～日中はBユニットで過ごしている。表情穏やかに他者と談笑している。
・寺地　徳和様～体温37℃代でクーリング実施。腹部膨満著明。軽度吃逆もあり。食事は2/3～全量摂取出来ている。
・田中　セツ様～車椅子自操し、歯磨きやトイレへ行っている。危険行動等なし。
・中村　留理子様～隔絶対応中。「入院まだ必要なんですか」と苛々口調で話す事あり。主治医へ確認する事を伝えると応じている。発熱、呼吸器症状なし。
・中島　智恵子様～主治医へ状態報告。点滴同内容キープで処方。経管栄養中止、絶飲食、内服中止。採血指示とレントゲン指示もあり、実施している。
＜金Dr.診察情報＞
・佐々木　章洋様～臨時薬は変更なく同内容で処方となる。

また、PSWより情報提供あり。本人が母様に電話をする際には、本人に恐怖心があるため、先に病棟スタッフより一報を入れてから電話をして欲しいとの事。
・藪　真弓様～特定男性患者様からの性的言動をうけていると話す。距離を取るた
めに本人をBユニットへ移動可の指示あり。

本人より夕方に服用している薬を就床前薬に服用していと希望ある
ため、本日からエブランチルカプセルとレボトミンが就床前薬へ変
更となる。また、下痢が続いているためセンノシドと酸化マグネシ
ウムが除剤となる。

CT撮影については、本人閉所恐怖症であると話すため、CT撮影は中止となる
・飯岡　未来様～臨時薬は同内容で処方となる。診察時は主治医と2人で話したいと希望あり、一時的にスタッフは退室している。
・東野　愛様～臨時薬は同内容で処方となる。18日の面談の事を気にしており何度
か主治医より説明している。
・豊川　葵様～主治医より今後の事についての面談調整あり(夫・母様同席にて)。
臨時薬の処方はなし。
　　　　　　　母様に主治医より面談調整があった事をお話しする。夫様も同席し
て頂きたい事をお伝えし了承。

日程調整し、後日病棟まで折り返し電話をいれる予定となる。
・豊川　登美枝様～臨時薬は同内容で処方となる。退院時処方も同内容で14日分処方。退院指示もあり。
・平栗　城志様～本日排便−8日目。浣腸の指示あり。臨時薬は同内容で処方となる。
・中村　春雄様～徘徊や他室侵入があることや早朝覚醒が時折ある事を情報提供。

本日夕からリスペリドンOD(1)1T追加となる。
・今　ミエ様～臨時薬は同内容で処方となる。足背～下腿にかけての浮腫あるも経
過観察の指示あり。
・田中　セツ様～トレリーフＯＤ錠２５ｍｇ 1T 1×朝に追加となる。また、硬便が続いているため酸化マグネシウムも追加となっている。
・中居　亮子様～病棟内では落ち着いて過ごせている事を情報提供。

今後は施設入所の方向で進めていくも金銭面で家族の不安が大きいため、そこを踏まえながら施選定が必要。
